



























   会長 １名 
幹事 若干名 
会計監査 1名 
 
第8条（役員の選出等） 
会長は、総会において会員の中から選任する。 
2 幹事および会計監査は、会長が指名する。 
3 会長、幹事、会計監査は、相互に兼ねること
ができない。 
 
第9条（役員の職務） 
 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 
2 幹事は、幹事会の構成員となり、会務を執行
する。 
3 会計監査は、本会の会計を監査し、総会に報
告する。 
第10条（役員の任期） 
 役員の任期は、1年とする。ただし再選を妨げ
ない。 
 
第11条（会議） 
 総会はこの規約に定めるもののほか、本会の運
営に関する重要な事項を決議する。幹事会は、総
会の議決した事項の執行に関する事項、総会に付
議すべき事項、その他総会の議決を要しない会務
の執行に関する事項を審議する。 
 
第12条（会議の開催） 
 総会は、毎年１回開催する。 
2 幹事会は会長が必要と認めるとき、幹事の 3
分の 1 以上から会議の目的を示して開催の請求
があったとき開催する。 
 
第13条（事業計画及び予算） 
本会の事業計画及び予算は、会長が作成し、毎会
計年度開始前に総会の承認を得なければならな
い。 
 
第14条（事業報告及び決算） 
 本学会の事業報告及び決算は、会長が作成し、
決算については会計監査の監査を経て、その事業
年度終了後 3 か月以内に総会の承認を得なけれ
ばならない。  
 
第15条（規約改正） 規約の改正は会長または
幹事会が原案を作成し、総会で承認を得る。 
 
第16条（雑則）  本会の運営およびこの規則
の施行に関して必要な事項は別に定める。 
 
附則  この規約は、令和2年4月15日から施
行する。 
附則  第6条の規定にかかわらず、初年度の会
計年度は、令和2年4月15日から令和3年3月
31日までとする。 
